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謹んで新春をお祝い申し上げます
昨年は、私が担当する名古屋市立大学の「人類学」という講義で、愛

友会の金本さん、滝本さんにお話いただくなど、大変お世話になり、あ

りがとうございました。

“実際の体験者の話を聞くことで、こんなにもリアリティが増すものな
のかと驚きました”、“実際に戦争を経験した方とお会いすることは

めったにない経験であり、その方の言葉は他のどんなテレビ やニュース

の言葉よりも重く、深く感じました”、“メモを取るのを忘れるくらい、
熱中して聞いていました”、“被爆した方々の「話したくない」という

気持ちを知ったうえで、それでもやはり私たちは聞く勇気を持つべきだ

と思いました”
これらは、そのときの受講生の感想の一部です。原爆の被害に遭ったみ

なさまが紡ぐ言葉は、学生ひとりひとりに強く響いています。それは、

学生にとって、ほかでは得られない大きな学びともなっています。ぜひ、
これからも、みなさまの体験や思いを私たちに共有していただけますと

幸甚です。

本年も皆様のご多幸を心からお祈り申し上げます。
愛葉由依

（広島大学特別研究員ＰＤ／名古屋市立大学非常勤講師／

祖父が広島で入市被爆）

謹賀新年 ３つの願い

平和を守れ！戦争止めろ！コロナ去れ！

核兵器禁止条約は、ウィーン締約国会議、NPT再検討会議、

国連総会など、平和を希求する活動に大きな力を発揮しました。

今年は、核兵器禁止条約を世界へ、日本政府へ訴えていきます。

被爆者は微力ですが無力ではありません。被爆者援護法の

改定、黒い雨・被爆二世要求など課題は山積しています。

みなさまの温かい支援をいただき、今年も活動します。

よろしくお願いします。

愛知県原水爆被災者の会（愛友会）

理事長 金本 弘
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批准書が寄託される国連でのもよう

年末募金にご協力をいただき、
ありがとうございました。
(敬称略 12/1～12/23)

▼石川辰美（千種区）▼奥村一平（熱田区）▼加藤典子（瀬戸市）
▼澤村暁世（東区）▼中川武夫（千種区）▼浜岡フミエ（瀬戸市）
▼梅村直子（豊橋市）▼荒木照世（千種区）▼筒井徹（岡崎市）
▼服部証次（緑区）▼宮田陸奥男（春日井市）▼野村志保子（小
牧市）▼杉山名々子（犬山市）▼松原孝（南区）▼本郷由紀子
（大府市）▼中山光雄（千種区）▼川本信オ夫（北区）▼杉浦敬子
（南区）▼服部夏代（昭和区）▼深川賀行（緑区）▼嘉村益雄▼上
村武雄（中村区）▼梅村紅美子（緑区）▼西谷孝一（天白区）▼熊
谷成一・百合子・優治（稲沢市）▼里喜明（西尾市）▼萬屋家隆・
素子（豊橋市）▼梶原登喜子（北区）▼久保貴資（昭和区）▼福島
章子（天白区）▼鍵谷恒夫（一宮市）▼梶田昭市（常滑市）▼大川
浩正（熱田区）▼柴田秀子（名東区）▼嘉村憲一郎（中川区）▼高
杉新太郎（知立市）▼白井あや子（豊橋市）▼成瀬弘子（中川区）
▼石田博（豊橋市）▼長田和彦（半田市▼堀井真佐美（守山区）
▼荻野高敏（中村区）▼田岡泰子（横浜市）▼八谷房子（春日井
市）▼加賀江美代子（天白区）▼村山弘子（豊山町）▼有川ウメノ
（江南市）▼世良豊子（一宮市）▼纐纈美智子（半田市）▼愛知宗
教者平和の会（碧南市）▼脇千鶴子（宝塚市）▼新城正男（岩倉
市）▼金子俊己（豊橋市）▼桂井幸子（春日井市）▼都築禮子（守
山区）▼市川俊彦（岡崎市）▼松浦洋治（清須市）▼鈴木守（西尾
市）▼後藤幸一（中区）▼植村香柳（一宮市）▼倉田ちあき（昭和
区）▼村上俊雄（日進市）▼和田陽子（中村区）▼高橋紀子（南
区）▼板坂信子（日進市）▼手嶋弘（豊田市）▼原由紀子（北区）
▼村井公之（北区）▼見崎徳弘（瑞穂区）▼斉藤ともこ（さいたま
市）▼土井敏彦（瑞穂区）▼榑松佐一（守山区）▼荒木孝子（天白
区）▼本多良行（豊橋市）▼伊藤さかゑ（北区）▼鵜飼稔（天白
区）▼川原成一（緑区）▼菱倉ゆかり（知多市）▼須田雅子（瀬戸
市）▼岸川正人（知多市）▼浅井絹江（岡崎市）▼山本節子（緑
区）▼林玖美子（千種区）▼下春佐代子（大府市）▼南原貞吉（半
田市）▼次郎垣内元彦（北区）▼脇内輝義（豊橋市）▼荒島正美
（幸田町）▼青木貴子（豊田市）▼富田八千代（豊田市）▼青木信
子（中区）▼脇内邦好（北名古屋市）▼渡辺正（長久手市）▼大浦
敏行（西区）▼深堀明三（南区）▼虫明年代（小牧市）▼松下征行
（緑区）▼谷川弘己（尾張旭市）▼坂本郷子（守山区）▼川原美代
子（南区）▼戸澤盛行（港区）▼本田明子（北名古屋市）▼緒川文
子（緑区）▼柴田敦子（瀬戸市）▼森英一（瑞穂区）▼古田春美
（天白区）▼水野秋恵（春日井市）

計 ４６５,５００円

1月のおもな予定
１２月２９日～１月４日

６日

愛友会事務所冬休み

被団協新聞発送

あいち支援ネットが「被爆者を励ますつどい」
１２月１７日、あいち被爆者支援ネットワー

クの主催で、「被爆者を励ますつどい」が、名

古屋市伏見の保険医協会会議室で行われました。
反核医師の会の坂本龍夫医師から健康講座と

して「コロナ」への対応のお話を聞いた後で、

３つのグループに分かれて、参加した被爆者の
被爆体験を聞きながら、懇談と交流が行われま
した。最後に、被爆者に手編みのひざ掛けやお

菓子がプレゼントされました。

厚労大臣との定期協議

日本政府に核兵器禁止条約への参加求める

１２月２０日、日本被団協は厚生労働省で、加藤勝信厚生労働

相と定期協議を行い、原爆症認定制度や被爆者援護施策につい

て要請しました。この行動には６０名余の被爆者と支援者が駆け

付け、愛友会からは、丹羽、大村、滝本の３人の役員が参加しま

した。

この定期協議は、原爆症認定制度の解決にむけて、麻生首相

（当時）と日本被団協が「確認書」で「今後、訴訟の場で争う必要

のないよう、定期協議の場を通じて解決を図る」と約束して、毎年

行われているものです。

協議では、被爆者援護法を国家補償に基づく法律に改正する

こと、非核三原則を法制化すること、核兵器禁止条約に署名し、

批准することなどを求めました。さらに、「黒い雨」被害者らを被爆

者と認定し、併せて、第１種および第２種健康診断受診者証の廃

止と被爆２世に対する援護、介護施策についても求めました。

被爆者をはじめ幅広い人が呼びかけた日本政府に核兵器

禁止条約への署名・批准を求める署名が愛知県内で８万筆を

突破しました。

署名をすすめる「愛知県民の会」の集約によりますと、１２月

１０日現在で、「愛知県民の会」に参加する地域や団体、個人

から寄せられた署名の数は８万０３０８筆となりました。

愛友会も参加する「愛知県民の会」は、当面、２０２３年５月

に広島市で予定されているサミットまでに１０万筆を突破しよう

と呼びかけています。

愛友会から３人参加

愛知で署名８万筆突破


